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校長 上野裕文 

 

 暑かった夏休みが終り、８月２８日から無事２学期がスタートしました。生徒諸君は、この

猛暑の夏休み中、連日部活動に汗を流していました。県大会に出場した水泳の西條 翔さん、

柔道の川室 勇人さんは、入賞はなりませんでしたが、現段階での精一杯のがんばりを見せて

くれました。これからの活躍が期待されます。また、吹奏楽部は、上越地区のコンクールで美

しいハーモニーを奏でてくれ、銀賞を受賞することができました。 

また、夏休み中各地区で行われた夏祭りや納涼会に、太鼓部と吹奏楽部が招かれ、地域貢献

活動の一環としてそれぞれ立派に演奏を披露してくれました。（戸野目夏祭り、四辻町納涼会、

いなほ園納涼会、ふるさと高士夏祭り等）また、演奏以外でもそれぞれの祭等の会場で、当校

の生徒が様々なボランティア活動で積極的に運営に協力してくれました。地域の方々からも大

変喜ばれていました。これからは秋の祭シーズンになります。今後も演奏やボランティア活動

を通じての地域との心の絆を大切にしていきたいと思っています。 

２年生は８月１７日から２１日まで、五日間の職場体験活動があり、熱い中、貴重な体験活

動をすることができました。多くの地域の事業所からもご協力をいただき、感謝しています。

また、１年生も２年生の職場体験に合わせて各職場を訪問し、インタビュー活動をすることが

できました。これからにつながるキャリア学習をすることができました。さらに３年生のリー

ダーを中心とした体育祭の準備活動では、パネル等の製作、応援準備などそれぞれ各軍団全体

を考え、多くのことに気を配って準備をしていました。その成果が９月５日の体育祭で発揮さ

れ、赤青両軍の団結力が大きな感動を生み出してくれるものと期待しています。多くの保護者

ならびに地域の皆様のご来場をお待ちしています。 

  さて、これからが２学期本番です。３年生は進路について自分で具体的に選択し、それに向

かってがむしゃらに挑戦していく重要な時期です。２年生は部活動では、新人戦等で文字通り

主役として活躍する番です。また、３年生から大切なことをたくさん引き継ぐ学期でもありま

す。１年生は中堅学年となるための自力をつける大事な学期です。 

 どの学年も忘れていけないのは、この２学期はもっとも学力をつけるのに適している学期で

もあるということです。誰にとっても大切な２学期です。毎日の一時間一時間の授業を大切に

し、各自の目標に向かって、忙しさに惑わされず、ぜひ地道に努力してほしいと思います。実

りの秋にふさわしく、お互いに高め合い、充実した２学期になることを期待しています。 
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広島平和記念式典参加報告 ～平和への思いを新たに～ 
 ８月５日（水）～７日（金）に上越市内の各中学校の代表生徒が集まって一緒に広島の平和

記念式典に参加してきました。雄志中学校からは３年生の中島友輝さんが参加し、２学期の始

業式で報告会を行いました。（以下発表原稿より） 
 

僕は８月６日に行なわれた広島平和記念式典に参加してきま

した。会場には大勢の人がいて、中には外国の方もいました。

その様子を見て、広島に原爆が落ちたことは日本だけではなく

世界中に知れ渡っているんだと知りました。広島に原爆が落ち

たことを知った外国の方たちが、自分の国のことではなくても

広島平和記念式典に参加してくれるのは僕としてはとてもうれ

しく思いました。テレビでは今の時代の子どもたちは広島に原

爆が落とされた日を正確に言えないという報道がありました。

そんな中、外国の方たちが参加してくれていたからです。 

 式典は原爆死没者名簿奉納から始まり、式辞、献花、黙とう、平和宣言、放鳩、平和の誓い、あいさ

つ、参加者全員で歌う広島平和の歌で閉式となりました。式典の阿部首相のあいさつの時に、周りから

「帰れ」などのヤジが聞こえてきました。式典が終わった後には、戦争反対のデモ行進が行われていま

した。それを見て、戦争後 70 年たった今でも戦争の爪痕は深く残っているんだなと感じました。 

 式典が終わった後は、原爆資料館に行きました。そこには原爆の熱で焼け焦げたものなどが展示され

ていて原爆の恐ろしさを物語っていました。被爆された人の人形もありました。とても精巧に作られて

いて、人をこんな風にしてしまう原爆とは何て恐ろしいものなんだと改めて思いました。 

 広島の原爆については今まで教科書で知っている程度の知識でした。しかし、現地に実際に行くこと

で、より深く広島の原爆について知ることができました。戦争の悲惨さや命の尊さを仲間と分かち合う

こともできました。もう二度と戦争を起こしてはいけない気持ちを忘れずに、この戦争のない日常を生

きていきたいと思います。 

 

わたしの主張大会 ～地域に笑顔と感動を～ 

 ８月１８日（火）に第３５回新潟県少年の主張大会～わた

しの主張～上越地区大会がユートピアくびき希望館で行われ

ました。雄志中からは３年生の山川勇登さんが代表で参加し、

発表しました。（以下発表原稿より） 
「ドンドンドン」教室から心臓に響く音が聞こえる。僕たちの

学校には太鼓部という部活がある。部活といっても特設の部活動

なので、活動日は週 1回。毎週水曜日の昼休み、たった 40分間と

いう限られた練習時間だ。だが、地域の祭りや学校行事など演奏

する場が多くある。地域の方々は毎回僕たちの演奏を楽しみにし、よく声をかけてくださる。演奏終了

後、目に涙をためながら、「せっかくの休日なのに、私たちのために演奏をしてくれるなんて・・・」

と、僕たちに感謝の言葉をくださった方もいる。僕はその言葉を聞いて、太鼓をやっていてよかったと

太鼓へのやりがいを強く感じた。本当にうれしかった。今でも心に残っている出来事だ。また、太鼓の

運搬をしてくださる青少年育成会議の方々からも、たくさんの応援の声をいただく。そんな人々の声は

僕たちに勇気と自信を与えてくれる。 

 雄志中学校は、創設 27年目。まだ歴史の浅い学校だが、太鼓部は創設後間もなくつくられたそうだ。

僕の父が中学生の時につくられたと聞くと、かなりの歴史があるのだと改めて思う。雄志太鼓は、地域

の方々に支えられた、我が校になくてはならない部活動なのだ。     

僕は今年、太鼓部の部長をやっている。「たるを制する者は太鼓を制す。」という部全体の目標のほか、

僕自身は「地域の活性化」を目指し、活動に取り組んでいる。だが、僕たちの今の演奏で地域を盛り上

げることはできるのだろうか。 

これまで太鼓部は先輩から後輩へ一つずつ教え、引き継いできた。今までの練習では互いの意見を言

わず、ただいつものメロディーを演奏しているだけだ。それでは意味がない。変わらないままだ。演奏



はみんなで創り上げていくものだ。練習中もお互いの良いところ、悪いところを言い合わないと太鼓の

演奏もよくならないし、相手も成長しないままだ。はっきりと気持ちを伝えあうことが何より大切だと

思う。 

今年は外部講師として、ＲＹＯＪＩＮさんという太鼓のプロの方が来てくださっている。初めてお会

いした日、僕たちの演奏を見てもらった。最高の演奏を聞いてもらおう！と思い、演奏を始めた。出来

は良かった。だが、ＲＹＯＪＩＮさんは思いもよらないところに目を付け、こういった。「演奏は良く

ても聞いている人に気持ちは伝わってこない。」と。僕は思いがけない言葉に動揺を隠せなかった。や

はりプロは違うな、考えが甘すぎたことを実感し、練習に励んだ。だが、どうすれば聞いている人に思

いを伝えられるのだろうか。僕は考え続けた。その結果、ＲＹＯＪＩＮさんからしっかり基礎を学ぶこ

とが必要だと思った。棒立ちで力も弱く、響かない音を出していた僕らだったが、指導を受けていくに

つれ、少しずつ確実に進化していると実感している。 

先輩から後輩へ脈々と受け継がれてきた雄志太鼓。ＲＹＯＪＩＮさんの指導を受けて、一から基礎を

学ぶこと。部員一人一人が個人の目標を立て、その目標に向かって努力し続けることで、新たな雄志太

鼓が完成すると思う。そのことを考えると興奮が止まらない。今年最後の演奏～音楽祭～では、三年間

の部活動の集大成としての演奏を、ＲＹＯＪＩＮさんと一緒にできることをとても楽しみにしている。     

これまでの雄志太鼓とは違うんだ！という思いが伝わるような迫力満点の演奏を地域に届けたい。その

努力こそが、今まで支えてくださった地域の方々への最高の恩返しになると思う。雄志太鼓を聞いてく

ださる方々に笑顔と感動を与えること。これこそが、僕たちが今までお世話になった地域の方々にでき

る最高の地域貢献活動だと僕は思う。 

 

地域貢献活動 ～夏休みもがんばりました～ 

 夏休みは校区内の各地で祭りや清掃活動などの地域行

事が行われ、太鼓部や吹奏楽部の演奏やボランティアに

中学生も積極的に参加しました。地域の方たちから温か

い励ましのお声も掛けていただき、充実感を得ることが

できたようです。 

 これから秋にかけても、多くの行事に中学生が参加し

ます。がんばっている姿を見かけたら、地域の方からの

応援、励ましをよろしくお願いいたします。 

                            ８/２ 四辻町納涼会                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ８/２２ ふるさと高士夏祭り            ８/１ 戸野目夏まつり 

がんばり遠足 ～ご協力、応援よろしくお願いします～ 

9月 18日（金）に毎年恒例の「がんばり遠足」を実施します。雄志中学校～諏訪小学校～

頸城区大池～三和区スポーツ公園～雄志中学校の経路で３コースを生徒が自分で選んで挑戦し

ます。保護者の方には別に案内を配付いたしましたが、一緒に歩く、または役員（交通誘導員、 

チェックポイント記録員）として、ご協力をよろしくお願いいたします。 



体育祭迫る 
  ９月５日（土）に体育祭が行われます。（雨天時は６日へ順延、少雨決行）現在、生徒会や

軍のリーダ－を中心に準備を進めています。今年の体育祭のスローガンは「燃えろ！青春ＨＥ

ＡＲＴ ～無限の雄志魂～」です。ご家族、ご近所の方々お誘い併せの上、ぜひ、足をお運び

いただきますよう、お願いいたします。特に 13:10からのＰＴＡ種目では多くの保護者、地域

の方、小学生の皆さんのご参加をお待ちしています。 

●入場行進、開会式 ８：３０～ ９：００   ●競 技  ９：００～１４：５０ 

 種 目 所要時間 タイムスケジュール 

午 

前 

の 

部 

1  エール交換（全校） 10分 ９：００ ～ ９：１０ 

2  ５色ランニング綱引き（選抜） 15分 ９：１０ ～ ９：２５ 

3  借り物、障害物、仮装レース 

（２学年種目） 
２０分 ９：２５ ～ 9：４５ 

4 タイヤ引き（全校女子） 15分 ９：4５ ～ １０：００ 

5 ～囲んで進んで玉運び～ 

（１学年種目） 
20分 １０：００ ～ １０：２０ 

６  棒倒し（全校男子） 15分 １０：２０ ～ １０：３５ 

７  全員リレー（全校） ４５分 １０：３５ ～ １１：２０ 

８  太鼓部演奏（太鼓部） 20分 １１：２０ ～ １１：４０ 

  昼  食 ・ 休 憩    １１：４0 ～ １２：50（70分間） 

午 

後 
の 

部 

９ 応援合戦（全校） ２０分 １２：５０ ～ １３：１０ 

1０ はさんで・はこんで【小学生以上】 

（PTA種目） 
１5分 １３：１０ ～ １３：２５ 

1１ 綱引き（全校） １５分 １３：２５ ～ １３：４０ 

1２ 大縄（選抜） 15分 １３：４０ ～ １３：５５ 

1３一緒に JOYFUL！繋ごう HEART！ 

起こそう ACTION！ 

（３学年種目） 

２０分 １３：５５ ～ １４：１５ 

１４ 騎馬戦（全校） ２０分 １４：１５ ～ １４：３５ 

1５ 軍対抗リレー（選抜） １０分 １４：３５ ～ １４：４５ 

●閉会式  １４：５５～１５：２０   ●解団式  １５：２０～１５：４０ 

※タイムスケジュールは目安ですので競技開始時間が前後することがあります。 

９月の主な行事 

  ２日（水）上越合同新人水泳大会 

３日（木） ノーメディアディー 

  ５日（土）第２７回体育 

  ６日（日）体育祭予備日 

    （雨天の場合は体育館で実施） 

 １０日（木）あいさつの日 

 １１日（金）不審者対応避難訓練 

 １６日（水）上越合同新人陸上大会 

１８日（金）がんばり遠足 

２５日（金）上越市駅伝競走大会 

２６日（土）第３回中学生 

      まちづくりワークショップ 

２７日（日）深めよう 絆 県民の集い 

      （妙高市文化ホール） 

２８日（月）新人各種大会、地区駅伝壮行式  

３０日（水）上越市合同新人各種大会 



 


